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「小児腎疾患患者を対象とした後方視的疫学研究」につ

いて

はりま姫路総合医療センター小児科では、現在、外来患者さんのうち、ネフロ

ーゼ症候群や IgA 腎症、紫斑病性腎炎といった小児腎臓病と診断された患者様を

対象に「小児腎疾患患者を対象とした後方視的疫学研究」について調査研究を実

施しております。内容については下記のとおりとなっております。

尚、この調査研究についてご質問等ございましたら、最後に記載しております

[問い合わせ窓口]までご連絡ください。

[研究概要および利用目的]

はりま姫路総合医療センター小児科では開院時から多くの小児腎疾患の患者様を診療し

てきました。小児腎疾患は頻度の多いネフローゼ症候群や IgA腎症、紫斑病性腎炎といっ

たものの他膜性腎症、膜性増殖性糸球体腎炎、間質性腎炎、遺伝性腎疾患などといった希

少疾患に至るまで幅広くありいずれも腎臓が体調不良の大元となっている疾患です。当院

ではこのような病態を呈する小児は開院以来多く経験してきました。いずれの病態もガイ

ドラインをはじめとした標準的治療が施行されることが多いですが、中には標準的治療で

は寛解導入が困難なものもあり、そういった場合の治療法は確立されたものはありません。

このような症例の治療の糸口をみつけるべく本研究を計画立案しました。

[対象]

2022 年 5 月当院開院以降 2026 年 3 月 31 日まで、当院で小児腎疾患と診断され検査・治

療を受けた患者様

[研究機関]

はりま姫路総合医療センター倫理審査委員会承認後 2030年 3月 31日まで

[取り扱う試料データ]

１）患者基本情報：年齢、性別、内服薬、身長、体重、血圧、症状

２）血液検査（赤血球数、白血球数、血小板数、血沈、凝固、CRP、アルブミン、IgG、電解

質など生化学所見）、尿検査（尿蛋白・尿潜血、尿生化学など）

３）生理検査所見（腹部超音波）

４）画像検査所見（Xp、CT、MRI、VCUG検査、シンチグラフィーなど）
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[個人情報保護の方法]

 個人情報、検査結果などの記録、保管は第三者が直接患者さんを識別できないよう登録時に

定めた登録番号を用いて行います。また得られた記録は、インターネットに接続していない外

部記憶装置に記録し、はりま姫路総合医療センター内の鍵のかかる保管庫に保管します。

[研究参加による利益・不利益]

 利益・・・本調査に参加いただいた患者さん個人には特に利益と考えられるようなことはご

ざいませんが、調査結果が、今後の小児自己免疫性脳炎の管理・治療の向上に有用となる可能

性があります。

 不利益・・・カルテからのデータ収集のみであるため、特にありません。

[研究終了後のデータの取り扱いについて]

資料（文書，数値データ，画像等）については，原則として，当該論文等の発表後 10年間

を基本とします。

 電子化データについては，メタデータの整理・管理と適切なバックアップの作成により再

利用可能な形で保存します。

[研究成果の公表について]

研究成果が学術目的のために論文や学会で公表されることがありますが、その場合も、患者さ

んの個人情報の秘密は厳重に守られますので、第三者に患者さんの個人情報が明らかになるこ

とはありません。

[研究参加の取り止めについて]

参加を辞退されたい場合には、2026 年 9 月 30 日までに下記[問い合わせ窓口]までご連絡く

ださい。参加辞退の希望を受けた場合、それ以降、患者さんのデータを本研究に用いることは

ありません。しかしながら、同意を取り消した時、すでに研究成果が論文などで公表されてい

た場合のように、結果を廃棄できない場合もあります。

[利用情報の他機関への提供の有無]

ありません

[企業からの資金提供の有無]

ありません

[問い合わせ窓口]

この研究についてのご質問だけでなく、ご自身のデータが本研究に用いられているかどうか

をお知りになりたい場合や、

あるいはご自身のデータの使用を望まれない場合など、この研究プロジェクトに関することは、

どうぞ下記の窓口までお問い合わせ下さい。

はりま姫路総合医療センター調査実施事務局：はりま姫路総合医療センター 小児科 忍頂寺

毅史

         電話 079-289-5080 はりま姫路総合医療センター小児科


